
 

 

 

 

   

 

 ホームページ上で農業経営をシミュレーションできる「農業技術体系データベース･システ

ム」を岩手県農業研究センターと共同で開発しました。 

 簡易な入力操作で、複数作物を組合せた場合の経営収支、所得、労働時間、必要機械・資材

等をグラフや表形式でわかりやすく表示します。 

 認定農業者や集落営農の経営計画作成や、規模拡大や新規作目の導入時、新たな投資時など

の経営判断に大きな参考になります。 

 現在、岩手県の主要品目をほぼ網羅した 125 の農業技術体系が登録されています。今後，

全国規模でのデータベースの充実を図ります。 

 現在、システムを一般に公開（利用無料）し、九州大学と共に実用性の検証を行っています。 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【システムの出力例】 
試算結果はグラフや表形式等でわかりやすく表示。 

・ まず、試算結果の概要をグラフや表で確認します。 

 

・ 必要に応じて使用機械・施設・資材の一覧、旬別

労働時間、旬別キャッシュフロー等の詳細な情報

も、メニュー操作で簡単に表示可能です。 

計算資源：バーチャルラボシステム 

     青果物市況情報 

 

インターネットを利用した 

農業技術体系データベース・システム 
                農研機構 中央農業総合研究センター 

 

 

インターネットで簡単な操作により、農業経営のシミュレーションができます。 


